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2021 年度年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年３⽉３１⽇ 
● 事 業 名 ： 多⽂化多様性の輝く保⾒団地プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： 愛知県県営住宅⾃治会連絡協議会 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

① 実績値 （実績値の対象は、基本は 2021 年９⽉〜2022 年３⽉末。中間報告時に 9 ⽉を⼊れている場合は 10 ⽉からでも結構です） 
アウトプット 指標 目標値 達成時期 現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加人数等もわかるように書い

てください＝別紙一覧でも可) 

進捗

状況

＊ 

1−1.実⾏団体が外国⼈住⺠
等調査検討会議に参加する 

①開催回数 
② 実 態 や ニ ー ズ に
関 わ る 状 況 把 握 の
度合い 

①年 3 回 
②実⾏団体内で状
況を把握共有して
いる 

2021 年 3 ⽉ 上半期までで調査検討会議を当初想定より 1 回多く、4 回実
施し、実⾏団体内で状況を把握共有することができた。加え
て、調査結果の概要版を作成して 11 ⽉に住⺠と意⾒交換を
した。 

１ 

1−2.実⾏団体が多⾔語情報
発信検討会議に参加する 

①開催回数 
② 多 ⾔ 語 情 報 発 信
に 関 わ る 担 い ⼿ の
把握  

①年 2 回 
②実⾏団体内で状
況を把握共有して
いる 

2022 年 3 ⽉ 検討会議は 2021 年 7 ⽉に開催し、「①⼊居の最低限のルー
ル ②防災 ③ゴミ分別について、動画を作成するということ
で、概ね合意が得られたため、会議は開催しなかったが、そ
の進捗について、チーム会議において、毎⽉、確認すること
により状況を把握共有した。 

２ 

1−3.外国⼈住⺠が⾃主活動
促進講座に参加する 

参加者数 年 20 名 2022 年 3 ⽉ ⾃主活動促進講座をスモールビジネス講座と名称を変え、
2021 年 3 ⽉から 5回開催し、参加者は 9 名が最多であった。
次のステップとして、試⾏的に、⾒本市を開催してはどうか
という話になり、その話し合いを毎⽉のチーム会議内で⾏
い、2 ⽉、3 ⽉はコミュニティビジネス検討会議を開催し、
どのような形でやるかを話し合い、来年度の 6⽉あたりで実
施することとなった。また、県営保⾒⾃治区において、外国
⼈住⺠ 10 名による⾃主防災隊が結成された。 
 

３ 
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2−1.実⾏団体がチーム会議
に参加する 

開催回数 年 10 回 2021 年３⽉ チーム会議は毎⽉開催しており、上半期で 6回開催していた
が、下半期も 6回開催し、毎回、5つの実⾏団体が参加して
いる。 

１ 

2−2.コミュニティビジネス
等検討会議開催によって、コ
ミュニティビジネスのシナリ
オが明確化する 

シナリオの作成 作成 2023 年 3 ⽉ コミュニティビジネスは、実⾏団体の１つである県営保⾒⾃
治区が実施主体となるリユース⼯房と講座による住⺠のコ
ミュニティビジネスの養成の２つの流れがある。リユース⼯
房は、12 ⽉から取り掛かり始めた。また、来年度の⻘空市の
開催に向け、毎⽉話し合いを⾏っている。そうした成果を踏
まえ、来年度、シナリオを考えていく予定。 

２ 

2−3.実⾏団体や関係者が将
来ビジョン検討会議に参加す
る 

①開催回数 
②ビジョンの作成 

② 年 2 回 
② 作成 

2023 年 3 ⽉ 将来ビジョン検討会議は、2022 年 1 ⽉から毎⽉開催した。
1 ⽉は保⾒団地の歴史を共有し、2 ⽉は策定に向けての進め
⽅を話し合い、3 ⽉はこれまでの取組の中からの気づきを共
有した。来年度は隔⽉で開催し、ビジョンを作成する予定。 

1 

2−4.団地住⺠が住⺠との意
⾒交換会・交流会に参加する 

参加者数 年 30 名以上 2023 年 3 ⽉ 事業計画では最終年度に⾏う予定であったが、住⺠調査の住
⺠へのフィードバックを兼ねて 11 ⽉に開催し、関係者含め、
31 名の参加があった。調査結果の説明のあと、3 つのグルー
プに分け、意⾒を出し合い、団地全体としての課題のほか、
「気軽に挨拶する外国⼈もいる」「学⽣の困りごと相談がよ
かった」といった肯定的な意⾒もあったが、外国⼈の参加者
が少なかったことから、「⾃分の意⾒が通った経験がないか
ら、こうした場に出てこないのではないか」といった意⾒も
あった。 

2 

3−1.事業実施への協⼒に必
要な関係者が関係者会議に参
加する 

①開催回数 
②構成員（団体）数 

①年 2 回以上 
③ 年 7 団体以上 

2021 年 3 ⽉ 2020 年度に関係団体 10、オブザーバー団体 3、プロジェク
トチーム５、合わせて 18団体から成る会議体をつくり、2020
年度に 2 回、2021 年度は上半期にも 1 回開催したところで
あるが、2022 年 1 ⽉にも開催し、13 団体が参加した。 

１ 

3-2 多様性・多⽂化が輝くコ
ミュニティのあり⽅について
発信や政策提⾔を⾏う 

① ビジョンの作成 5つ 2023 年 3 ⽉ 最終年度に⾏う予定のものであるが、プロジェクトを進める
中で、課題が⾒え始め、政策提⾔を⾏うべき内容も蓄積して
きている。2−3 のとおり、将来ビジョンを作成する予定で
あり、その中で⽰していく。 

２ 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
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②事業進捗に関する報告（以下、すべて） 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. 活動に関する報告 
コロナのため、活動⾃体はあまりできなかったが、チーム会議などで話し合いの機会を多く持つことができ、調査結果をベースに住⺠と意⾒交換することがで

きた。また、最終的な成果としての将来ビジョンの検討に向けて準備を始めることができ、最終年度に向けて事業を進捗させることができた。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
アクリル板の衝⽴をつくったり、会議や事業の実施場所を広い場所に変更したりした。 

 
③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 

→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：規程未整備のため。来年度末に公開予定 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由：規程未整備のため 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
☐はい  þいいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由：利益相反に該当する事案がなかったため 
 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þいいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由：コンプライアンス委員会は規程上になく、また、開催するような案件もなかったため 
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6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  ☐外部監査を実施  þ実施する予定がない 

→「実施する予定がない」を選択した場合の理由：規程上、監事の監査のみの実施としているため 
 

 

添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 

  
住⺠との意⾒交換会の様⼦（2021.11.24） 県営保⾒⾃治区の消防隊結成の様⼦（2021.12.12） 


